
令和 7年度特色選抜 合否判定について 

沖縄県立中部農林高等学校 

 

１ 特色選抜入学者における求める生徒像・重視する観点 

（１）求める生徒像（アドミッションポリシー） 

〇基本的な生活習慣が身についている  

〇農業・福祉に興味があり、基礎的な学力を有する 

〇中学生活において日々の学習活動、文化・体育活動、生徒会活動、課外活動などに積極的に取り組んだ

生徒  

〇各学科関連の担い手（後継者）や農業・福祉に関わる一定期間（１年以上）の体験的活動を伴う生徒 

（２）選抜において重視する観点 

〇基本的な生活習慣が身についており、農業や福祉に関して強い興味を持っている生徒 

〇中学生活において、課外活動に積極的に取り組み、基礎的な学力を持っている生徒 

〇各学科関連の担い手や農業・福祉に関わる一定期間の体験活動を行っている生徒 

 

２ 選抜項目・検査方法・配点 

 （１）募集人数 各学科 12名程度 

 （２）出願要件 

①基礎的な学力を有する生徒の評定平均（1年から 3年までの全科目の評定平均）  

    熱帯資源科（3.4以上）、園芸科学科（3.0以上）、食品科学科（3.6以上）、造園科（3.0以上）、 福祉科

（3.3以上）を受検対象とする。  

※①を満たしていなくても顕著な実績（実績ランクＡ）がある場合は、受検対象とする。  

②３年間の評価に評定「１」がある者は受検対象としない。  

上記の①②をともに満たす者を受検対象とする。 

 （３）各項目における配点 

   ①学力点 ２５０点 

    50点満点×５教科 

   ②調査書 ４８５点 

    ア 教科の評定・・・・・・（165点） 

    イ 特別活動・・・・・・・（100点） 

    ウ 部活／資格取得等・・・（120点） 

    エ 勤怠状況・・・・・・・（100点） 

   ③面接  ８５点 

 （４）各項目ランク表 

①特別活動 

 １００ ８０ ６０ ４０ ２０ 

学校行事  実行委員長 実行副委員長  その他 

生徒会役員 生徒会長 生徒会副会長 生徒会執行部   

学級役員   ＨＲ長 副ＨＲ長 その他 

部活動   キャプテン 副キャプテン  

 

 



②部活動／資格取得等 

 (ｱ) 文化活動  (ｲ) ｽﾎﾟｰﾂ活動 (ｳ) 社会活動 (ｴ) ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動 (ｵ) 資格取得等の

活動 

Ａ 

120 

・県代表者、県レベ

ルで最優秀賞 

・優秀賞・金賞 

・県大会ベスト 4 以上 

・団体競技県選抜選手 

・県代表者 

・継続的に行い県レ

ベルで表彰された

者 

・継続的に行い県レベ

ルで表彰された者 

・英検・漢検・数検準

２級以上  

・歴史検定３級 

・ﾆｭｰｽ検定２級 

 ※高等学校レベル 

Ｂ 

100 

・県レベルで優良賞、

銀賞 

・地区で最優秀賞 

・優秀賞・金 賞  

・県大会ベスト 8以上 

・地区大会ベスト 4以上 

・団体競技地区選抜選手 

・継続的に行い市町

村レベルで表彰さ

れた者 

・継続的に行い市町村

レベルで表彰された

者 

・歴史検定準 3 級 

・ﾆｭｰｽ検定準 2級 

・英検・漢検・数検３

級以上 

 ※中学校卒業程度 

Ｃ 

80 

・県レベルで銅賞・

入選など 

・地区での銀賞・優

良賞 

・地区大会ベスト 8 

・3年間部活を続けた者 

・3 年間を通して活

動した者 

・3年間を通して活動

した者 

・歴史検定 4 級  

・ニュース検定 3 級 

・柔道・剣道初段以上 

Ｄ 

60 

・地区での銅賞・入

選等  

・地区大会出場 ・年間を通して活動

した者 

・年間を通して活動し

た者 

 

Ｅ 

30 

実績において上記

に該当しない活動 

実績において上記に該 

当しない活動 

実績において上記

に該当しない活動 

実績において上記に

該当しない活動 

実績において上記に

該当しない活動 

   ③勤怠状況    

 １００ ７０ ４０ ０ 

欠席日数 5日以下 10日以下 15日以下 16日以上 

   ④面接    

 ８５ ７０ ４０ 

評価 Ａ Ｂ Ｃ 

 

３ 不適格条項 

 （１）学力点 

    １００点未満／２５０点 

（２）内申基準 

学科名 熱帯資源科 園芸科学科 食品科学科 造園科 福祉科 

評定平均 3.4以上 3.0以上 3.6以上 3.0以上 3.3以上 

※以上の学科に志願し評定平均を下回った者 

 （３）勤怠基準 

欠席合計 

１０日以上 

    ※３ヶ年の合計を示しています。 

 （４）面接 

    著しく評価の低い者※Ｃ評価 

 

４ 選抜の方法 

（１）上記の①学力点、②調査書点、③面接点を基に、調査書の記載内容と面接を考慮しながら、求める生徒像

に照らして総合的に判断し、選抜する。 

（２）特に考慮すべき事項がある場合は、選抜小委員会を経て合否判定会議で審議する。 


